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                     （防大 10 期生会㏋掲載用原稿） 

10 期生会の皆様へ 

「保安大学校記念碑建立」の検討状況と当会の意見提供について 

 11 月初旬、防大同窓会事務局長から各期生会長宛の標記に係る文書を受領し、その 

質問票に会長として個人的な意見を記述し 12 月 3 日回答したので、次を目的に HP に 

掲載し報告させて頂きます。 

① 現在同窓会で検討されている「保安大学校記念碑建立」について紹介・周知する。 

② 今回各期生会長に求められた質問票に対する 10 期生会としての回答を参考紹介する。 

③ 本件に関しご意見のある会員は、同窓会事務局長宛に直接の具申をお願いする。 

防衛大学校同窓会本部 事務局 

〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町 3-19 千代田ビル 101 号 

Tel＆Fax：03-6265-3416 E-mail：info@bodaidsk.com 

                        29.12.03 長谷川 語 

【受領した文書】    

                              平成 29 年 11 月 1 日 

防衛大学校 各期生会長 殿                  

                          防衛大学校 同窓会事務局長 

時下、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、平成 28 年度代議員会にてご確認いただきました、保安大学校記念碑の建立に関し 

検討中の中間状況について別添のとおり会報させていただきます。 

本件は平成 29 年度代議員会において検討結果を報告する予定ですが、中間検討状況を会報

させていただくことにより、皆様のより一層のご理解を得るとともに、併せて各期成会長

様からの本件に関するご意見を賜り、事後の検討の資とさせていただく事を目的としてお

ります。 

 なお、本検討過程における懸案事項の一つである経費に関しては、同窓会費を単純に充

当するものではなく、第 1 期生会を中心に久里浜に在校された期生会からの浄財等を充当

する事について調整しているところです。 

 皆様から頂戴したいご意見等につきましては、別添資料をご一読のうえ、別紙の質問票

に 

ご回答いただければ幸甚です。 

 その後、お手数ですが同封しました返信用封筒にてご返送ください。皆様のご理解ご協

力を心よりお願い致します。末筆ながら貴期生会のご盛会を祈念いたします。 

同封した書類は次のとおりです。 
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１ 本紙 

２ 別紙： 「保安大学校記念碑建立検討」に対する質問票」 

３ 別添： 「保安大学校記念碑建立」（案） 

４ 返信用封筒  

【別紙】 

      「保安大学校記念碑建立検討」に対する質問票 

  以下の事項に関しご意見を頂戴します。   太字：当会として記した意見を表す 

１ 趣旨について 

 保安大学校は、自衛隊の前身である保安庁の附属機関として、昭和 28 年に久里浜の仮校

舎で開校しました。本事業は、その歴史的経緯等を紐解く際に、地理的証を後世に残すこ

とを目的としております。 

 本趣旨にご賛同いただけますか？ 

    賛同する  賛同できない    （ どちらかに〇を付してください） 

 その他ご意見があればご記入ください。 

  特段の意見はない。 

２ 規模について 

 今後の維持管理等を考慮し、設置場所を陸上自衛隊通信学校敷地内としました。同校に

は 

過去に駐屯した部隊等の移駐記念碑等を集積した区画があり、これを拡張して今回の記念

碑を追加することで検討を進めています。 

 現在検討中の記念碑については、別添資料のとおりですが建立経費が石碑に関し約 60 万

円、設置工事等を含めて約 300 万円を予定しています。 

 その規模についてどのようにお考えですか？ 

   適切である 大規模にすべき 小規模にすべき （いずれかに〇を付してください） 

 その他ご意見があればご記入ください。 

  本石碑の由来等に鑑み、建設候補地に現存する３記念碑に比し、同等又はそれ以上の 

 規模（石材・大きさ・品格など）の石碑であることが望ましい。 

３ 完工時期について 

 記念碑の完工時期（除幕式）を平成 31 年度 3 月としております。これは、平成 29 年度

代議員会で記念碑建立をご承認いただいた場合、最速で完工の目途を見積もったものです。 

また、久里浜で学ばれた方々の年齢を考慮すると早期の実現が適当であると考えたことか

ら当該期日を想定しております。 

 この時期についてどのようにお考えですか。 

   適切である  何かの記念に合わせるべき  （いずれかに〇を付してください） 

 その他 ご意見があればご記入ください。 

   特段の意見はない。 
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４ その他 

 ご意見があればご記入ください。 

   なし 

【別添】 

「保安大学校記念碑建立」（案） 中間検討結果       29.11.1 

1 保安大学校記念碑建立（案） 

・ 趣旨    保安大学校の跡地である証を残す 

・ 場所    陸上自衛隊通信学校敷地内川沿記念碑ゾーン左翼 

・ 規模    既存の石碑と同等程度（写真）           … 注 

       （大きさ：幅100×奥行 62×高さ 30cm） 

・ 石碑の種類  黒御影石 

・ 石碑に係る経費見積  既存の石碑程度で約 60 万円、 

設置費用を含め約 300 万円程度と推察 

・ 銘文（表） 保安大学校開校之地 

・ 銘文（横） 平成 31 年 3 月吉日 防衛大学校同窓会建立 

・ 銘文（裏） 1953.4.1 保安大学校仮校舎 久里浜に開校 

            1954.4.7 防衛大学校と改称 

           1955.4.1 小原台校舎に移転 

・ 設置完了日 多くの参列者が得られる時期  

          早期で、天候（気温）を考慮 

        2019 年 3 月の休日 

 注：資料の写真「甲種飛行予科練習生電信術錬成之地」碑の表・横・裏）2 葉は省略 

２ 通信学校内にある記念碑候補地 

  候補地の写真（省略） 

① 移駐記念 昭和二十八年一月 第六連隊第十三大隊 

② 小平移駐記念 昭和二十九年四月 保安隊幹部学校・保安隊業務学校 

③ 甲種飛行予科練習生 電信術科錬成之地 昭和六十二年四月吉日 甲飛横通会建立 

３ 今後の予定 

 代議員会              29 年度 ４Q 

 理事会  

 一水会 

 各期生会長への意見照会 

 事業計画の作成 

 寄贈に係る申請手続き 

 施工に係る手続き       （経費・工期）見積作成 

                                                                (以 上) 


